
ディファレンシャル pH法(アントシアン含量) 
 
1．抽出 
(1) 1gの試料を 100mLの水で磨砕・抽出する。 
(2) 抽出液を 1mLとって pH1.0の緩衝液で 2倍希釈する。 
(3) 抽出液を 1mLとって pH4.5の緩衝液で 2倍希釈する。 
(4) 調整したサンプルをそれぞれろ過する。 
 
2．試料のアントシアン含量の測定 
(1) pH調整をしたサンプルそれぞれについて 520nmと 700nmの吸光度を測定する。 
(2)総アントシアニン量は以下の式で算出する。 
総アントシアニン量＝{(A×449.2)/26900}×希釈倍率 
A＝(A520nm-A700nm)pH1.0－(A520nm-A700nm)pH4.5 
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